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SPEC-035 2.2版 STB独自試験報告書
	機器の名称
	
	
	申請者住所
	

	　型番
	
	
	名称
	

	
	
	
	責任者
	              印


　
	○
	試験必要項目

	△
	他機関の仕様

	×
	試験不要項目（SPEC-035に仕様記載があるもの、該当試験項目なし）

	－
	仕様ではない


　
	JCL SPEC-035における目次番号
	確認事項
	備考

	
	分類
	確認の実施
	

	第1章
	システム運用
	－
	―・－
	

	1.1
	まえがき
	－
	―・－
	

	1.2
	目的
	－
	―・－
	


	1.3
	適用範囲
	－
	―・－
	

	1.4
	関連書類
	－
	―・－
	

	1.5
	用語と略語
	×
	―・－
	

	1.5.1
	本仕様で定義する用語
	×
	―・－
	

	1.5.2
	略語・頭字語集
	×
	―・－
	

	1.6
	システム構成
	×
	―・－
	

	1.6.1
	サブシステム
	×
	―・－
	

	1.6.2
	受信機（STB）
	○
	済・未
	

	1.7
	システムの主要諸元
	○
	済・未
	

	1.8
	ID運用ガイドライン
	－
	－
	

	1.8.1
	ネットワーク識別（ネットワークID）
	－
	－
	

	1.8.2
	トランスポートストリーム識別（トランスポートストリームID、TS_ID）
	×
	－
	

	1.8.3
	サービス識別（サービスID）
	×
	－
	

	1.8.4
	ブロードキャスタ識別（ブロードキャスタID）
	×
	－
	

	1.8.5
	システム管理識別（システム管理ID）
	○
	済・未
	

	1.8.6
	データ符号化方式識別
	○
	済・未
	

	1.8.7
	限定受信方式識別
	○
	済・未
	

	1.9
	留意点
	－
	―・－
	

	1.9.1
	イベント単位制御運用
	×
	―・－
	

	1.9.2
	マルチビュー
	×
	―・－
	

	第2章
	多重化運用
	－
	―・－
	

	2.1
	目的
	－
	―・－
	

	2.2
	MUXサブシステム多重部
	－
	―・－
	

	2.3
	MPEG-2 TS信号処理機能
	－
	―・－
	

	2.3.1
	ストリーム多重化
	×
	―・－
	

	2.3.2
	PIDフィルタリング および リマッピング
	×
	―・－
	

	2.3.3
	PCRリスタンピング
	×
	―・－
	

	2.4
	MUXサブシステムの入出力インタフェース
	－
	―・－
	

	2.5
	PSI/SIの運用
	－
	―・－
	

	第3章
	ダウンロード運用
	－
	―・－
	

	3.1
	目的
	－
	―・－
	

	3.2
	適用範囲
	－
	―・－
	


	3.3
	伝送フォーマット
	△
	済・未
	

	3.4
	受信機ソフトウェアダウンロード
	－
	―・－
	

	3.4.1
	BS-TMヘッドエンドから挿入
	○
	済・未
	SPEC-001-02

	3.4.2
	高度ケーブル自主放送ヘッドエンドから挿入
	○
	済・未
	

	3.5


	全受信機共通データダウンロード
	－
	―・－
	

	3.5.1
	高度ケーブル自主放送ヘッドエンド（多重化装置）の要求仕様
	×
	―・－
	

	3.5.2
	受信機の要求仕様（全受信機共通データダウンロード）
	○
	済・未
	


	JCL SPEC-035における目次番号
	確認事項
	備考

	
	分類
	確認の実施
	

	3.5.3
	全受信機共通データのアップロード方法
	×
	―・－
	

	3.5.4
	ダウンロードTSの運用
	○
	済・未
	

	3.5.5
	ダウンロードTSの条件
	○
	済・未
	

	3.5.6
	全受信機共通データダウンロード運用のガイドライン
	○
	済・未
	

	3.6
	各ダウンロード形態の一覧
	－
	―・－
	

	3.6.1
	BS（衛星経由）を用いたダウンロード運用
	×
	―・－
	

	3.6.2
	受信機ソフトウェアダウンロード運用
	×
	―・－
	

	3.6.3
	全受信機共通データダウンロード運用
	×
	―・－
	

	第4章
	SI/EPG運用
	－
	―・－
	

	4.1
	目的
	－
	―・－
	

	4.2
	適用範囲
	－
	―・－
	

	4.3
	適用文書
	－
	―・－
	

	4.4
	SI/EPGサブシステム仕様
	－
	―・－
	

	4.4.1
	SI/EPGサブシステム概要
	×
	―・－
	

	4.4.2
	SI/EPGサブシステムインタフェース仕様
	×
	―・－
	

	4.4.3
	SI/EPGサブシステムで生成するテーブルおよび記述子
	×
	―・－
	

	4.5
	PSI/SI運用詳細
	－
	―・－
	

	4.5.1
	テーブルと記述子の運用
	×
	―・－
	

	4.5.2
	限定受信
	×
	―・－
	

	4.5.3
	NITに配置されるリンク記述子（NIT第1ループ内）
	×
	―・－
	

	4.5.4
	高度ケーブル自主放送ネットワークにおけるSDTの拡張運用
	×
	―・－
	

	4.5.5
	ジャンルコード/番組特性コード/予約語の運用
	－
	―・－
	

	4.5.6
	番組詳細情報の送出運用
	－
	―・－
	

	4.5.7
	高度ケーブル自主放送サービスの運用
	－
	―・－
	

	4.6
	［解説］ 全局SIの情報量見積もり
	－
	―・－
	

	第5章
	CAS運用
	－
	―・－
	

	5.1
	まえがき
	－
	―・－
	

	5.2
	目的
	－
	―・－
	

	5.3
	適用範囲
	－
	―・－
	

	5.4
	運用情報
	－
	―・－
	

	5.4.1
	限定受信放送
	－
	―・－
	

	5.4.2
	課金単位（課金対象サービス）
	○
	済・未
	

	5.4.3
	有料番組/無料番組
	○
	済・未
	

	5.4.4
	ノンスクランブル/スクランブル
	○
	済・未
	

	5.4.5
	スクランブルの運用
	○
	済・未
	

	5.4.6
	スクランブル方式記述子
	○
	済・未
	

	5.4.7
	アクセス制御記述子
	○
	済・未
	

	5.4.8
	CATの送出
	△
	済・未
	

	5.4.9
	ECM
	○
	済・未
	

	5.4.10
	EMM
	○
	済・未
	

	5.4.11
	EMMメッセージにおけるメッセージコード
	△
	済・未
	

	5.4.12
	EMM共通メッセージの送出運用
	△
	済・未
	

	5.4.13
	CAサービス記述子
	×
	―・－
	

	5.4.14
	CA契約情報記述子
	△
	済・未
	

	5.4.15
	CASシステムに連携したデータコンテンツサービス
	×
	―・－
	

	5.4.16
	CaPPVの運用
	×
	―・－
	

	5.4.17
	パレンタルレートの設定
	△
	済・未
	

	5.4.18
	エンジニアリングサービスによるダウンロード運用
	×
	―・－
	

	5.4.19
	CA代替サービス
	△
	済・未
	

	5.5
	受信機への要求仕様
	－
	―・－
	

	5.5.1
	受信機の構成
	○
	済・未
	

	5.5.2
	ユーザーインタフェース
	△
	済・未
	

	5.5.3
	時刻タイマ
	○
	済・未
	

	5.5.4
	デスクランブラ
	△
	済・未
	

	5.5.5
	CASモジュールとの通信
	△
	済・未
	

	5.5.6
	ECMの受信とデスクランブラ制御
	○
	済・未
	

	5.5.7
	EMM、EMM メッセージの受信
	○
	済・未
	

	5.5.8
	通電制御
	○
	済・未
	

	5.5.9
	CASシステムに連携したデータコンテンツサービス対応
	×
	―・－
	

	5.5.10
	CaPPVの処理
	×
	―・－
	

	5.5.11
	有料番組の予約
	○
	済・未
	

	5.5.12
	有料放送におけるコピー制御
	△
	済・未
	

	

	

	JCL SPEC-035における目次番号
	確認事項
	備考

	
	分類
	確認の実施
	

	5.5.13


	自動表示メッセージ表示
	×
	―・－
	

	5.5.14


	メール表示
	△
	済・未
	

	5.5.15
	CAS モジュール情報の表示
	△
	済・未
	

	5.5.16
	エラー通知画面
	△
	済・未
	

	5.5.17
	字幕・文字スーパーのスクランブルと表示優先順位
	○
	済・未
	

	5.5.18
	パレンタルコントロール（視聴年齢制限）
	△
	済・未
	

	5.5.19
	CASにおけるMJDの考え方について
	△
	済・未
	

	5.6
	[解説]　専用TSとは
	－
	―・－
	

	付録1
	必須・オプションに対する基本的な考え方
	－
	―・－
	

	付録2
	CASモジュールIDの表示について
	－
	―・－
	

	付録3
	EMM関連コマンドの処理に関して
	－
	―・－
	

	付録4
	CASモジュールのリセットについて
	－
	―・－
	

	付録5
	CAS管理団体に関する問い合わせ先
	－
	―・－
	

	付録6
	共用受信機について
	－
	―・－
	

	1
	共用受信機の要求仕様
	－
	―・－
	

	2
	共用受信機におけるCASモジュールインタフェース
	－
	―・－
	

	3
	事業体の運用と受信機リソースの関係
	－
	―・－
	

	3.1
	EMMメッセージに関係する情報
	－
	―・－
	

	3.2
	通電制御情報
	－
	―・－
	

	第6章
	データ放送運用
	－
	―・－
	

	6.1
	目的
	－
	―・－
	

	6.2
	適用範囲
	－
	―・－
	

	6.3
	適用文書
	△
	済・未
	

	6.4
	運用規定
	△
	済・未
	

	6.5
	基本受信機がデータ放送受信のために備えるべき機能
	○
	済・未
	

	6.6
	モノメディア符号化の運用
	○
	済・未
	

	6.6.1
	映像符号化におけるMPEG-4 AVCの運用
	○
	済・未
	

	6.7
	メディア型とモノメディアの運用範囲
	○
	済・未
	

	6.8
	BML文書の提示制御
	○
	済・未
	

	6.9
	データ放送における双方向通信
	○
	済・未
	

	6.9.1
	受信機の回線接続に関わる機能
	○
	済・未
	

	6.9.2
	物理層プロトコル
	○
	済・未
	

	6.10
	MMサービスで共通に用いるNVRAMの運用
	○
	済・未
	

	6.10.1
	ケーブルテレビ事業者共通領域の識別
	○
	済・未
	

	6.10.2
	ケーブルテレビ事業者専用領域の識別
	○
	済・未
	

	6.10.3
	ケーブルテレビ事業者専用放送通信共通領域の識別
	○
	済・未
	

	6.10.4
	地上デジタルテレビジョン自主放送と高度ケーブル自主放送ネットワークにおけるNVRAMの相互アクセス
	○
	済・未
	

	6.10.5
	MMサービスからの視聴者居住地域情報の使用
	△
	済・未
	

	6.10.6
	受信機NVRAMのケーブルテレビ事業者共通領域の運用
	△
	済・未
	

	6.10.7
	ケーブルテレビ事業者共通領域の書き込みに関する規定
	△
	済・未
	

	6.10.8
	ケーブルテレビ事業者共通領域の読み出しに関する規定
	△
	済・未
	

	6.10.9
	ルート証明書の運用
	－
	―・－
	

	6.10.10
	顧客登録、変更コンテンツについての規定
	△
	済・未
	

	6.10.11
	センタのサーバに顧客情報登録を行う際の規定
	△
	済・未
	

	6.10.12
	NVRAMアクセスのコンテンツ記述ガイドライン
	○
	済・未
	

	6.11
	手続き記述に関する運用ガイドライン
	△
	済・未
	

	6.11.1
	BML Browser疑似オブジェクトにおける動作制御機能の運用
	△
	済・未
	

	6.12
	運用対象外サービス
	×
	―・－
	

	第7章
	字幕･文字スーパー運用
	－
	―・－
	

	7.1
	目的
	－
	―・－
	

	7.2
	適用範囲
	－
	―・－
	

	7.3
	適用文書
	△
	済・未
	

	第8章
	受信機機能
	－
	―・－
	

	8.1
	まえがき
	－
	―・－
	

	8.2
	目的
	△
	済・未
	

	8.3
	適用範囲
	○
	済・未
	

	8.4
	ユーザーインタフェース要求事項
	－
	―・－
	

	8.4.1
	前提システム
	○
	済・未
	

	8.4.2
	ネットワーク識別情報
	○
	済・未
	

	8.4.3
	リモートコントローラ
	○
	済・未
	

	8.4.4
	EPG
	○
	済・未
	

	8.4.5
	データ放送サービスの受信
	△
	済・未
	


	JCL SPEC-035における目次番号
	確認事項
	備考

	
	分類
	確認の実施
	

	8.4.6
	字幕・文字スーパーの受信
	○
	済・未
	

	8.4.7
	番組予約
	○
	済・未
	

	8.4.8
	限定受信サービス
	○
	済・未
	

	8.4.9
	視聴者設定情報のクリア機能
	○
	済・未
	

	8.4.10
	エラーメッセージ
	－
	―・－
	

	8.4.11
	チャンネルマスキング機能
	△
	済・未
	

	8.5
	ハードウェア・ソフトウェア要求事項
	△
	済・未
	

	8.5.1
	チューナー
	△
	済・未
	

	8.5.2
	マルチメディアデコーダ（T.B.D.）
	△
	済・未
	

	8.5.3
	映像復号処理および出力
	○
	済・未
	

	8.5.4
	音声復号処理および出力
	△
	済・未
	

	8.5.5
	メモリ
	△
	済・未
	

	8.5.6
	高速デジタルインタフェース
	△
	済・未
	

	8.5.7
	コピー制御
	○
	済・未
	

	8.5.8
	ダウンロード機能
	○
	済・未
	

	8.5.9
	CA代替サービス
	○
	済・未
	

	8.5.10
	HDR映像のSDR対応ディスプレイへの出力方法
	○
	済・未
	

	8.5.11
	その他
	－
	―・－
	

	第9章
	解説
	－
	―・－
	

	9.1
	概要
	－
	―・－
	

	9.2
	運用要件
	－
	―・－
	

	9.3
	STB
	－
	―・－
	

	9.4
	音声モードについて
	－
	―・－
	

	9.5
	運用対象外のサービス
	－
	―・－
	

	9.6
	識別子の運用と管理
	－
	―・－
	

	9.7
	コピー制御の運用
	－
	―・－
	

	9.8
	チャンネルマスキング機能の運用
	－
	―・－
	

	9.8.1
	背景など
	－
	―・－
	

	9.8.2
	要求条件
	－
	―・－
	

	9.8.3
	仕様概要
	－
	―・－
	

	9.9
	NVRAMの容量およびメディア間相互参照
	－
	―・－
	

	9.10
	受信機ソフトウェアダウンロード
	－
	―・－
	

	9.11
	ネットワークの運用
	－
	―・－
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